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シリーズ
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村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
長
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
58
年
に

﹁
霧
出
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
︵
当
時
は

霧
出
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
協
議
会
︶﹂

が
設
立
し
、
そ
の
後
15
年
を
か
け

て
順
次
９
地
区
で
組
織
化
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
的
に
は
平
成
の
大
合

併
後
に
こ
の
よ
う
な
動
き
が
活
発

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
村
で
の
動

き
は
先
進
的
な
も
の
で
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、﹁
催
し
を
行
っ
て
も
役
員

し
か
集
ま
ら
な
い
﹂﹁
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
が
あ
る
が
、
顔
ぶ
れ
が
同
じ
﹂

と
言
っ
た
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
は
構
成
集

落
数
や
範
囲
な
ど
条
件
が
異
な
っ

て
い
て
、
課
題
も
地
区
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
。
活
動
の
過
渡
期
を
迎

え
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　
地
域
が
元
気
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
は
、

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
状
を
見
つ
め
直
し
て

こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
た
だ
く
た

め
、
村
主
催
に
よ
る
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
学
習
会
は
、
11
月
に
都
岐
沙
羅

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
︵
村
上

市
︶
か
ら
講
師
を
招
き
、
３
地
区
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に
分
け
て
開
催
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

役
員
な
ど
９
地
区
合
わ
せ
て
約
90

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
地
区
・

集
落
の
人
口
構
造
や
人
口
推
計
を

全
国
や
村
上
市
と
比
較
し
な
が
ら

現
状
を
確
認
。
買
い
物
対
策
や
高

齢
者
の
見
守
り
事
業
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
先
進
地
の
状
況
を
学

び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
習
会
で
は
参
加
者
同

士
で
の
意
見
交
換
も
行
い
、﹁
住
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
が
有
効
﹂﹁
先
進
地
視
察

を
行
っ
た
ら
ど
う
か
﹂﹁
集
落
行
事

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
ま
と
め
て
行

っ
た
ら
ど
う
か
﹂
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
学
習
会
の
開
催
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
支
援
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
相
談
し
な
が
ら
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「コミュニティ」

●事業のポイント

　・イベント型から課題解決型へ

　　（行事は無理のない範囲で続け、買い物対策など課題解決に力

　　　を入れる）

　・高齢者にはできるだけ長く元気でいてもらう。（活躍の場づくり）

　・少数派である若者の意見はていねいに聴く。多数派である中高

　　齢者層に埋没しないように。

　・子どもたちが誇りに思える地域づくり（行事等）を行う。

≪取組み事例≫

　・移動販売者を誘致（巡回コースや時間の設定は地域が行う）

　・高齢者宅の見守りを、市から受託した水道検針と一緒に実施

　・地域住民が購買計画を立てて商店を買い支え

　・野菜の集荷作業をJAから請負い、介護予防事業として実施

　人口減少が急激に進んでいる西日本の地域を中心に「地域の生活

を守る」先進的な活動が行われています。事業を行っているのは、

自治運営組織（関川村のコミュニティのような組織）。住民ニーズ

をしっかりと把握したうえで、さまざまな事業に取り組んでいます。

住みよい暮らし
産業の振興 地方

創生

▲村民会館で行われた学習会の様子

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
な
か
、
村
の
諸
団
体
と
の
協
働
は

不
可
欠
で
す
。
と
く
に
集
落
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
働
に
よ
る

む
ら
づ
く
り
へ
の
期
待
は
い
っ
そ
う
増
し
て
い
ま
す
。
村
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
相
談
し
な
が
ら
多
面
的
に

支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
過
渡
期
！？

こ
れ
か
ら
の
活
動
を
考
え
る

先進地に学べ! !

つ

き

さ

ら
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後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　住民福祉課福祉保険班　☎6 4－ 1 4 7 1

Vol .８　医療費と介護保険サービス利用料が高額になったとき
（高額介護合算療養費の支給）

　１年間の医療費と介護保険サービス利用料の自己負担額を合計した金額が、定められた限

度額を超えた場合は、その超えた分が『高額介護合算療養費』として支給されます。

　支給の対象となる方には、広域連合から支給申請案内を送付します。

　★高額介護合算療養費は、支払った自己負担額の割合で、後期高齢者医療制度と介護保険

　　制度、それぞれの保険者から支払われます。

　★対象期間は、毎年８月１日から翌年７月31日までの１年間です。

自己負担限度額

平成27年８月１日〜

平成28年７月31日

67万円

56万円

31万円

19万円

所得区分（※注）

現役並み所得者

一　般

住民税

非課税世帯

区分Ⅱ

区分Ⅰ

★注意！

　対象期間の途中に、後期高齢者医療制度に新たに加入した方（75歳になるなど）が同一世帯にいる

場合は、申請手続きのご案内が、広域連合から発送できないことがあります。支給対象になると思わ

れる場合には、住民福祉課福祉保険班までお問い合わせください。

★高額療養費や高額介護サービ

　ス費として払い戻された額は

　含みません。

★所得区分は、基準日（平成28

　年７月31日もしくは、資格喪

　失日の前日）所得に応じて適

　用されます。

★同一世帯であっても、後期高齢者医療

　制度の被保険者以外の家族の自己負担

　額を合計することはできません。また、

　食事代や居住費などは含みません。

★世帯の総支給額が500円以下の場合に

　は支給されません。

自己負担限度額（年額）

支給対象者について

　同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者で、

対象期間内に次の①と②の条件を、どちらも満た

す場合に、支給の対象となります。

世帯で「医療費」と「介護保険

サービス利用料」の両方で自己

負担がある。

①の自己負担額の合計が、下表

の自己負担限度額を超える。

①

②


